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  ハ ノ イ 工 科 大 学 HEDSPIプ ロ ジ ェ ク ト は 日 本 語 と ITを 5年 間 で 学 ぶ 学 部
で あ る 。 学 生 は 当 初 モ チ ベ ー シ ョ ン 高 く 日 本 語 学 習 に 取 り 組 む が 、 年
度 を 経 る に つ れ て 全 体 的 に 意 欲 が 下 が る 傾 向 に あ る 。 学 生 へ の 聴 き 取
り 調 査 を し た 結 果 、 以 下 の 課 題 が あ る こ と が わ か っ た 。  

 
１ ．  1～ 2年 生 の カ リ キ ュ ラ ム が 文 法 に 重 き を 置 い て お り 、 語 彙 が 効 率

的 に 増 え な い た め 日 本 語 を 読 む こ と が で き ず 、 や る 気 が 下 が っ て
い く 。  

２ ．  ３ 年 生 後 半 か ら 情 報 処 理 技 術 者 試 験 対 策 参 考 書 の 専 門 語 彙 が 一 気
に 増 え て 消 化 不 良 気 味 と な り 、 面 白 さ を 感 じ ら れ な い 学 生 が 増 大
す る 。  
 

  ５ 年 生 に な っ て 現 場 を 模 し た Ｉ Ｔ の プ ロ ジ ェ ク ト ワ ー ク を 実 施 す る が
、 意 欲 的 な 学 生 が い る 反 面 、 惰 性 で 授 業 に 参 加 し て い る 学 生 が ８ 割 も
い る と い う 現 状 が 課 題 と な っ て い る 。 HEDSPIプ ロ ジ ェ ク ト の 卒 業 生 の
多 く は 日 系 IT企 業 に 就 職 す る た め 、 特 に ITに 関 連 す る 語 彙 を 効 率 的 に
増 や す こ と が 有 効 で あ る と 考 え ら れ る 。  

 
● Ｉ Ｔ 現 場 で よ く 使 わ れ る 頻 出 語 彙 は 何 か ？  
● ど の よ う な 語 彙 を 最 初 に 習 得 す れ ば 日 本 語 学 習 に 有 利 な の か ？   
 
 上 記 の 回 答 を 得 る た め イ ン タ ー ネ ッ ト 上 か ら ニ ュ ー ス 等 の テ キ ス ト  

デ ー タ を 収 集 し 、 ビ ッ グ デ ー タ 解 析 に よ り 頻 出 ラ ン キ ン グ の 取 得 を  
行 っ た 。  

 
１ ．  IT系 の 語 彙 ラ ン キ ン グ を 作 成 す る た め に 、 一 般 日 本 語 に お け る サ イ

ト と Ｉ Ｔ 系 サ イ ト か ら 語 彙 の 順 位 の 上 昇 す る も の を 抽 出 し た 。 客 観
的 な IT系 語 彙 ラ ン キ ン グ リ ス ト に よ り 、 学 習 者 や 教 師 の た め に ど ん
な 語 彙 か ら 学 習 す る べ き か を 明 確 に 示 す こ と が で き る 。  

２ ．  抽 出 し た Ｉ Ｔ 系 語 彙 の ラ ン キ ン グ １ ０ ０ ０ 位 ま で に 出 現 し た 動 詞 に
着 目 し て 、 そ の 動 詞 が 旧 Ｊ Ｌ Ｐ Ｔ 日 本 語 試 験 の 語 彙 難 易 度 （ ４ 級 ～
１ 級 、 級 外 ） な の か の 調 査 を 実 施 し た 。 ３ ０ ０ 位 ま で に 出 現 す る 動
詞 １ １ ０ 語 中 の ９ ４ ％ が ２ 級 以 上 、 級 外 で あ り 、 初 級 で の 学 習 に は
必 須 と な る 。 ま た 、 ３ ０ ０ ０ 位 ま で に 出 現 す る 動 詞 ７ ０ ９ 語 中 の ９
５ ％ が ２ 級 以 上 、 級 外 の 語 彙 で あ る こ と か ら 、 初 級 レ ベ ル で こ の よ
う な 語 彙 を 憶 え る こ と が で き れ ば 、 ２ 級 や １ 級 レ ベ ル の 学 習 を し な
く て も 学 習 者 は Ｉ Ｔ の 現 場 で 充 分 活 躍 す る こ と が 可 能 に な る こ と が
わ か っ た 。 特 に Ｉ Ｔ の 現 場 で は 高 度 な 文 法 や 文 型 と は 無 縁 で あ る た
め ， 優 先 的 に 覚 え る べ き 語 彙 の 順 番 を 明 確 化 す る こ と で 、 初 級 レ ベ
ル の 語 彙 で も 充 分 で あ る こ と が わ か っ た 。  

３ ．  今 後 こ の 手 法 を 用 い て 他 の 専 門 分 野 の 専 門 語 彙 を 抽 出 す る こ と が 可
能 と な る の で 、 専 門 日 本 語 の 学 習 者 や 教 師 に 貢 献 で き る 。 大 量 の 電
子 文 書 で あ れ ば あ る ほ ど 精 度 も 向 上 す る 。  

４． 今 回 の 成 果 を http://itjapanese.com/と い う 学 習 サ イ ト と し て 公 開
し た 。 現 在 多くの学習者がこのサイトを継続的に利用しており、今後も継
続して学習効果を測定する予定である。 
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 研究成果の公表について(予定も含む） 

 
口頭発表  （題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 
 

 
論文  （題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 
 
「 Ｉ Ｔ 系 専 門 語 彙 ラ ン キ ン グ リ ス ト の 作 成 と そ の 効 用 に つ い て 」 （ ２ ０ １ ５
年 度 専 門 日 本 語 教 育 学 会 誌 掲 載 予 定 ）  
 
 
 
書籍  （題名・著者名・出版社・発行時期等） 
 
無 償 学 習 サ イ ト  http://itjapanese.com/  に て 公 開 中 。  
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